
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学

　
　
　
　
　
　
「
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
」
を
中
心
と
し
て

杉
　
原

四

郎

は
　
し
　
が
　
き

　
相
沢
秀
一
教
授
は
本
誌
第
一
八
巻
第
一
号
（
昭
和
四
四
年
四
月
）
に
１
「
河
上
・
経
済
学
の
今
円
的
意
義
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
、
教

授
の
恩
師
河
上
肇
の
経
済
学
に
っ
い
て
語
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
そ
の
駿
尾
に
付
き
、
教
授
も
そ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い
る
河
上

の
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
を
巾
心
と
し
て
、
河
上
の
経
済
学
史
研
究
の
「
今
日
的
意
義
」
に
っ
い
て
考
え
て
見
た
い
と

思
う
。
一
方
で
は
そ
れ
に
よ
っ
て
本
年
一
月
に
残
後
二
五
年
を
む
か
え
る
河
上
肇
へ
の
追
慕
の
念
を
、
他
方
で
は
今
年
三
月
で
本
学

を
停
年
退
職
さ
れ
る
相
沢
教
授
へ
の
敬
愛
の
思
い
を
あ
ら
わ
し
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
微
意
で
あ
る
。

　
一
九
二
三
（
大
正
二
一
）
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
河
上
肇
の
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
は
、
菊
判
で
本
文
六
二
五
ぺ
ー

ジ
の
大
著
で
、
　
経
済
学
史
に
関
す
る
河
上
の
多
年
の
研
究
と
講
義
の
成
果
を
集
大
成
し
た
記
念
碑
的
作
品
で
あ
る
が
、
　
第
二
一
版

　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
（
八
六
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
八
六
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

（
一
九
二
五
年
）
で
は
じ
め
て
六
ぺ
－
ジ
の
は
し
が
き
が
っ
く
ま
で
は
、
　
は
し
が
き
も
な
げ
れ
ば
あ
と
が
き
も
た
い
と
い
う
、
　
河
上

の
著
書
と
し
て
は
異
例
の
体
裁
を
と
っ
て
い
た
。
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
本
書
が
こ
う
し
た
不
体
裁
な
か
た
ち
で
公
刊
さ
れ
た
の
は

決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
著
者
が
本
書
で
何
を
ど
の
よ
う
に
問
題
に
し
よ
う

と
し
た
か
を
端
的
に
表
明
し
た
序
も
蚊
も
な
い
こ
と
は
、
読
者
に
と
っ
て
は
甚
だ
不
便
で
あ
る
。
だ
が
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
か
わ
る

べ
き
資
料
を
、
本
書
の
刊
行
直
後
に
出
た
河
上
の
個
人
雑
誌
『
杜
会
問
題
研
究
』
（
第
五
〇
冊
、
一
九
二
一
二
年
一
一
月
）
の
末
尾
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
本
書
の
広
告
の
な
か
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
っ
ぎ
の
よ
う
た
一
文
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
「
著
者
は
資
本
主
義
経
済
学
と
杜
会
主
義
経
済
学
と
の
歴
史
を
書
く
予
想
を
有
っ
て
屠
り
、
さ
う
し
て
本
書
は
共
の
実
現
の
一
に

属
す
る
。
取
扱
っ
た
年
代
は
、
マ
ン
ダ
ヰ
ル
の
詩
が
公
に
さ
れ
た
一
七
〇
六
年
か
ら
ラ
ス
キ
ソ
の
経
済
論
が
公
に
さ
れ
ガ
一
八
六
二

年
ま
で
、
約
百
五
十
年
に
亘
り
、
そ
の
問
、
資
本
主
義
経
済
学
の
成
立
の
萌
芽
か
ら
、
、
其
の
完
成
を
経
て
、
遂
に
崩
壊
の
気
運
に
向

ふ
ま
で
の
論
理
的
発
展
を
、
史
的
登
展
〔
発
展
の
誤
植
で
あ
ろ
う
　
　
杉
原
〕
に
よ
っ
て
裏
付
げ
、
之
に
よ
っ
て
、
時
代
を
支
配
す

る
思
想
は
、
杜
会
の
物
質
的
条
件
の
発
展
に
伴
う
て
始
め
て
論
理
的
展
開
を
為
し
得
る
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
を
、
稽
ミ
明
か
な
ら
し

め
た
積
り
で
あ
る
。
」
（
著
者
）

　
こ
の
文
章
は
短
文
な
が
ら
重
要
た
っ
ぎ
の
三
っ
の
事
柄
を
あ
き
ら
か
に
の
べ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
す
た
わ
ち
第
一
に
、
本
書

は
著
者
の
包
懐
す
る
経
済
学
史
体
系
の
前
半
部
を
占
め
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
後
半
部
の
『
杜
会
主
義
経
済
学
の
史
的
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

展
』
に
ょ
っ
て
補
完
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
本
書
の
対
象
は
マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
か
ら
ラ
ス
キ
ソ
に
い
た
る
イ
ギ
リ

ス
経
済
思
想
史
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
五
〇
年
問
は
資
本
主
義
経
済
学
の
成
立
１
↓
完
成
１
↓
崩
壊
の
過
程
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
・



そ
し
て
第
三
に
著
老
の
意
図
は
、
こ
の
閉
に
お
げ
る
資
本
主
義
経
済
学
の
論
理
的
推
炭
を
史
的
発
展
に
よ
っ
て
裏
づ
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
お
よ
そ
時
代
思
潮
の
展
開
は
杜
会
の
物
質
的
条
件
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
こ
れ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
前
稿
「
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
　
　
『
近
世
経
済
思
想
史
論
』
を
中
心
と
し
て
　
　
」
　
（
関
大
『
経
済
論
集
』
第
二
一

巻
第
一
号
、
一
九
六
二
年
）
で
の
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
三
年
ま
え
に
河
上
が
公
げ
に
し
た
小
冊
子
『
近
世
経
済
思
想
史
論
』
（
一
九
二

〇
年
）
は
、
資
本
主
義
経
済
学
と
杜
会
主
義
経
済
学
の
二
っ
の
経
済
学
の
史
的
発
展
を
素
描
し
っ
つ
、
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
と

い
う
経
済
学
史
の
基
本
線
を
簡
潔
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
　
　
以
下
『
発
展
』
と
略
称
す

る
　
　
は
こ
の
河
上
学
史
体
系
の
原
型
た
る
こ
の
『
近
世
経
済
思
想
史
論
』
　
　
以
下
『
史
論
』
と
略
称
す
る
　
　
の
構
想
を
基
本
的
に

は
継
承
し
っ
っ
、
そ
の
前
半
部
た
る
第
一
講
一
．
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
」
と
第
二
講
「
マ
ル
サ
ス
及
び
リ
ヵ
ア
ド
ー
」
を
拡
大
し
独
立
さ

せ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
『
発
展
』
は
『
史
論
』
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
ど
の
よ
う
に
拡
大
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
　
『
史
論
』
の
第
一
・
箪
二
編
と
『
発
展
』
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
篇
別
構
成
を
、

比
較
対
照
し
て
か
か
げ
る
こ
と
に
１
し
よ
う
。
　
〔
〕
の
箇
所
は
両
書
を
比
較
す
る
便
宜
上
私
が
叙
述
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
補
足
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
史
　
論
』

第
一
講
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

　
第
一
段
　
近
世
経
済
学
の
成
立

　
第
二
段
　
資
本
主
義
的
経
済
組
織
の
是
認

　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）

　
　
　
『
発
　
展
』

第
一
章
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
先
駆
者

第
二
章
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

　
第
一
節
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
生
涯
及
び
論
著

　
猪
二
節
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
根
本
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
八
六
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）

　
第
一
　
資
本
主
義
的
経
済
組
織
の
成
立
に
関
す
る
考
察

　
第
二
　
資
本
主
義
的
経
済
組
織
の
作
用
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
〔
（
一
）
生
産
論
〕

　
　
　
　
〔
（
二
）
分
配
論
〕

第
三
段
　
自
然
的
自
由
主
義

　
第
一
緒
言
　
近
世
テ
ィ
モ
ク
ラ
ス
ィ
ー
の
発
達

　
第
ニ
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
由
放
任
論

第
二
講

　
第
一
段

　
　
第
一

　
第
二

　
第
三

　
第
四

第
二
段

　
第
一

　
第
二

マ
ル
サ
ス
及
び
リ
カ
ア
ド
ー

轡
言

　
ス
ミ
ス
の
後
継
者
と
し
て
の
マ
ル
サ
ス
及
び
リ

カ
ア
ド
ー

　
マ
ル
サ
ス
と
分
配
問
題

第
十
八
世
紀
末
に
お
け
る
思
想
界
の
大
勢

　
ゴ
ド
ヰ
ソ
の
理
想
論

　
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論

　
マ
ル
サ
ス
の
所
謂
人
口
の
原
理

　
マ
ル
サ
ス
の
貧
乏
必
要
論

　
〔
Ｈ
自
由
放
任
政
策
〕

　
〔
ｏ
生
存
権
否
認
〕

第
一

第
二

第
三
章

　
　
緒
言

第
一
節

　
第
一

　
第
二

第
三

　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
（
八
六
四
）

　
緒
言
（
資
本
主
義
的
経
済
に
対
す
る
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、

ス
の
態
度
）

　
資
本
主
義
的
組
織
の
下
に
お
げ
る
個
人
の
利
己

的
活
動
の
杜
会
的
効
果
に
ー
対
す
る
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・

ス
の
楽
観
主
義

Ｈ
　
生
産
問
題
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
楽
観
主
義

○
分
配
問
題
に
関
す
る
ス
ミ
ス
の
楽
観
主
義

臼
　
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
由
主
義
　
　
彼
れ
の

　
謂
ゆ
る
白
然
的
自
由
の
制
度

マ
ル
サ
ス
及
び
リ
カ
ア
ド

　
ス
ミ
ス
の
後
継
者
と
し
て
の
マ
ル
サ
ス
及
び
リ

カ
ア
ド
　
マ
ル
サ
ス
及
び
リ
カ
ア
ド
の
分
配
論
の

方
面
に
お
げ
る
貢
献

　
マ
ル
サ
ス
の
人
口
論

　
マ
ル
サ
ス
の
生
涯
及
び
論
著

　
マ
ル
サ
ス
の
『
人
口
の
原
理
』

○
緒
　
言

○
　
マ
ル
サ
ス
の
『
人
口
原
理
論
』
が
公
げ
に
さ

　
れ
た
当
時
の
思
想
界
の
大
勢

臼
　
マ
ル
サ
ス
の
謂
ゆ
る
人
口
の
原
理

　
マ
ル
サ
ス
の
資
本
主
義
的
経
済
組
織
の
是
認

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



第
三

第
三
段

第
四
段

□
臼
私
有
財
産
制
是
認
〕

思
想
史
上
に
お
げ
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

リ
カ
ア
ド
ー
の
分
配
論

□
ｏ
緒
言
〕

８
地
代
論
〕

□
嘗
労
賃
・
利
潤
論
〕

　
〔
リ
カ
ア
ド
ー
の
労
働
価
値
論
、
た
だ
し
第
三

講
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
第
三
段
　
労
働
価
値
説

の
一
節
。
二
三
二
－
二
四
一
ぺ
ー
ジ
〕

　
両
著
の
内
容
の
こ
う
し
た
対
比
を
一
見
し
て
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
は
、

で
『
史
論
』
の
第
一
講
お
よ
び
第
二
講
と
に
照
応
し
な
が
ら
も
、
そ
の
対
象
領
域
を
史
論
と
く
ら
べ
て
時
代
的
に
大
き
く
拡
大
し
、

ス
、
、
、
ス
以
前
に
第
一
章
を
、
そ
し
て
リ
ヵ
ー
ド
ウ
以
後
に
第
四
、
第
五
の
二
章
を
あ
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
『
史
論
』
の

第
一
．
二
講
と
『
発
展
』
の
第
二
・
三
章
と
で
は
そ
の
骨
格
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
か
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
両
者
の
ち
が
い
は

『
発
展
』
に
お
げ
る
こ
の
前
後
へ
の
は
み
出
し
部
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
部
分
に
は
ロ
ヅ
ク
、
マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
、
ヒ

　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
　
（
八
六
五
）

　
　
　
　
Ｈ
　
自
由
放
任
政
策
の
主
張

　
　
　
　
○
　
生
存
権
の
否
認

　
　
　
　
臼
　
私
有
財
産
制
の
是
認

　
　
第
四
　
思
想
史
上
に
お
げ
る
マ
ル
サ
ス
の
地
位

　
第
二
節
　
リ
カ
ア
ド
の
『
経
済
原
理
』

　
　
第
一
　
リ
カ
ア
ド
の
生
涯
及
び
論
著

　
　
第
ニ
　
リ
カ
ア
ド
の
分
配
論

　
　
　
　
Ｈ
　
緒
　
言

　
　
　
　
○
　
地
代
論

　
　
　
　
臼
　
労
賃
論

　
　
　
　
輔
　
利
潤
論

　
　
第
三
　
リ
カ
ア
ド
の
労
働
価
値
説

第
四
章
　
ベ
ソ
タ
ム
及
び
ヂ
ヱ
イ
ム
ス
ニ
ミ
ル

第
五
章
　
ヂ
ョ
ン
・
ス
テ
ユ
ア
ト
・
ミ
ル
　
附
り
、
カ
ア
ラ

　
　
　
イ
ル
及
び
ラ
ス
キ
ソ

五
章
構
成
の
『
発
展
』
が
、
そ
の
中
の
第
二
章
と
第
三
章
と



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
（
八
六
六
）

ユ
ー
ム
、
ベ
ソ
タ
ム
、
ミ
ル
父
子
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ラ
ス
キ
ソ
と
い
っ
た
『
史
論
』
に
は
出
て
こ
な
か
っ
た
人
々
が
多
数
登
場
す
る

し
、
し
か
も
こ
の
部
分
の
叙
述
は
狭
い
意
味
の
経
済
学
か
ら
ぬ
け
出
し
て
倫
理
学
や
文
学
の
領
域
に
ま
で
進
出
し
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

『
発
展
』
の
世
界
は
『
史
論
』
よ
り
ず
っ
と
多
彩
に
な
り
立
体
化
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
う
し
た

印
象
に
幻
惑
さ
れ
て
、
　
『
発
展
』
に
お
い
て
も
『
史
論
』
の
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
と
い
う
基
本
視
角
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
失
う
た
ら
、
そ
れ
は
『
発
展
』
の
性
格
を
誤
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
『
発
展
』
に
は
『
史
論
』
の
第
三
講

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
が
な
く
な
っ
て
、
そ
の
か
わ
り
に
第
一
章
と
第
四
・
五
章
が
つ
げ
加
わ
り
、
こ
の
部
分
の
方
が
量
的
に
は
ス
、
、
、

ス
、
マ
ル
サ
ス
、
リ
カ
ー
ド
ウ
を
と
り
あ
っ
か
っ
た
第
二
、
三
章
の
合
計
を
か
な
り
凌
駕
す
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
河
上
学
史
体
系

の
た
か
で
い
わ
ば
両
横
綱
の
地
位
を
占
め
る
ス
ミ
ス
と
マ
ル
ク
ス
が
『
発
展
』
の
場
合
は
『
史
論
』
よ
り
ず
っ
と
後
景
に
し
り
ぞ
い

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
『
発
展
』
の
冒
頭
の
文
章
が
「
私
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
を
以
て
個
人
主
義
経
済
学
の
創

設
者
と
た
さ
ん
と
す
る
者
で
あ
る
」
こ
と
が
端
的
に
し
め
す
よ
う
に
、
ス
、
・
・
ス
の
主
導
的
地
位
は
『
発
展
』
に
お
い
て
も
決
し
て
ゆ

ら
い
で
ば
い
な
い
。
さ
ら
に
第
一
章
の
表
題
が
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
先
駆
者
」
と
な
ず
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
登
場
す

る
人
々
は
い
わ
ぱ
ス
ミ
ス
の
露
払
い
と
し
て
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
第
二
章
で
ス
ミ
ス
が
本
格
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
（
第

二
節
「
ス
ミ
ス
の
根
本
思
想
」
）
で
は
、
ま
ず
ス
ミ
ス
と
マ
ル
ク
ス
と
の
研
究
態
度
の
比
較
か
ら
議
論
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

第
五
章
で
あ
れ
ほ
ど
詳
細
に
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
上
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
　
「
経
済
思
想
史
を
辿
っ
て
、
個
人
主
義
経
済
学
の
創

設
者
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
よ
り
杜
会
主
義
経
済
学
の
創
設
者
ヵ
ア
ル
・
マ
ル
ク
ス
に
達
す
る
途
中
に
お
い
て
、
個
人
主
義
経
済
学
よ
り

杜
会
主
義
経
済
学
の
過
渡
の
時
代
を
代
表
す
る
シ
ヨ
ン
・
ス
テ
ユ
ァ
ト
．
、
・
・
ル
に
出
合
ふ
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
ス
、
、
、
ス
ー
↓
マ
ル
ク

ス
が
『
発
展
』
の
バ
ヅ
ク
ボ
ー
ソ
で
も
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。



（
１
）
　
『
発
展
」
は
一
九
二
三
年
八
月
の
初
版
以
来
翌
一
九
二
五
年
二
一
月
の
第
二
〇
版
に
い
た
る
ま
で
誤
訳
・
誤
記
・
誤
植
そ
の
他
細
部
の
訂
正
以
外

　
　
は
内
容
に
変
更
が
な
か
っ
た
が
、
第
二
一
版
（
一
九
二
四
年
一
月
）
で
冒
頭
に
は
し
が
き
が
加
わ
る
と
と
も
に
附
録
箪
二
（
六
二
六
－
六
七
二
ぺ
ー

　
　
ジ
）
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
社
会
間
題
研
究
』
第
五
七
．
五
八
冊
（
一
九
二
四
年
一
〇
、
二
一
月
）
所
収
の
「
資
本
主
義
の
杜
会
と
は
何
ぞ
や

　
　
（
個
人
主
義
的
杜
会
組
織
の
極
度
た
る
発
展
段
階
と
し
て
の
資
本
主
義
的
杜
会
）
」
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
お
『
発
展
』
の
最
終
版
は
私
の

　
　
知
る
か
ぎ
り
第
二
六
版
（
一
九
二
七
年
五
月
）
で
あ
る
が
、
第
二
一
版
以
降
に
は
内
容
上
の
変
更
は
な
い
。

（
２
）
　
「
〔
杜
会
主
義
の
経
済
学
〕
は
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
十
分
な
る
科
学
的
基
礎
を
具
ふ
る
こ
と
に
為
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
派
の
思
想
の
た
め
に
は
・

　
　
私
は
他
目
、
本
書
の
姉
妹
篇
と
し
て
別
に
『
杜
会
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
と
題
す
る
一
書
を
著
し
、
そ
の
う
ち
に
お
い
て
、
こ
の
派
の
思
想
の
由

　
　
来
、
そ
の
発
展
、
並
び
に
そ
の
科
学
的
完
成
に
至
る
経
路
を
記
述
す
る
っ
も
り
で
あ
る
」
（
『
発
展
』
五
五
九
－
五
六
〇
べ
ー
ジ
）
。
も
し
こ
の
計
画
が
実

　
　
現
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
河
上
が
『
杜
会
間
題
研
究
』
に
連
載
し
て
い
た
「
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ソ
Ｈ
Ｉ
帥
」
（
第
一
四
－
二
七
冊
、
一
九
二
一
－

　
　
二
二
年
）
た
ど
も
そ
の
一
章
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
計
画
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
河
上
の
こ
の
オ
ー
ウ
ヱ
ン
論
に
っ
い

　
　
て
は
土
方
直
史
「
日
本
に
お
け
る
ロ
バ
ー
ト
．
オ
ウ
ェ
ソ
研
究
史
」
『
経
済
学
論
纂
』
第
一
〇
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
六
九
年
七
月
）
を
参
照
・

（
３
）
　
『
発
展
』
の
登
場
人
物
が
多
く
な
っ
た
だ
け
で
た
く
、
そ
の
一
人
一
人
の
「
生
涯
と
論
著
」
の
説
明
に
ス
ペ
ー
ス
が
惜
し
み
た
く
っ
か
わ
れ
て
い

　
　
る
こ
と
が
『
発
展
」
を
量
的
に
膨
張
さ
せ
た
原
因
で
も
あ
り
、
か
っ
『
発
展
』
を
他
の
通
史
的
学
史
の
書
物
に
く
ら
べ
た
と
き
の
著
し
い
特
色
の
一

　
　
っ
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
櫛
田
民
蔵
は
次
節
で
と
り
あ
げ
る
『
発
展
』
批
判
の
論
文
の
な
か
で
、
こ
れ
は
思
想
の
個
人
的
相
違
に
重
き
を
置
く
河
上

　
　
の
方
法
論
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
河
上
が
こ
う
し
た
方
法
を
と
る
の
は
、
　
「
博
士
に
は
、
経
済
学
の
発
展
に
っ
い
て
は
、
経
済
事
実
は
・
む
し
ろ
問

　
　
接
の
背
景
で
あ
り
、
直
接
の
間
題
と
し
て
は
、
そ
の
時
代
の
道
徳
論
、
若
し
く
は
哲
学
論
と
い
う
も
の
が
著
し
く
重
大
た
間
題
と
な
っ
て
く
る
・
…

　
　
…
し
か
も
博
士
の
考
え
で
は
そ
の
道
徳
論
や
人
生
観
や
は
、
一
般
の
常
識
と
し
て
市
中
の
随
所
に
こ
ろ
が
っ
て
居
る
も
の
で
た
く
・
何
等
か
の
奥
義

　
　
と
し
て
天
才
の
体
得
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
学
者
、
思
想
家
が
個
中
の
初
案
と
し
て
子
弟
の
問
に
、
友
人
の
問
に
、
要
す
る
に
互
に
共
鳴
し
合

　
　
う
も
の
の
問
に
の
み
相
伝
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
等
の
互
い
に
共
鳴
し
合
う
窩
の
関
係
と
い
う
吉
を
の
は
大
切
に
な
一
て
来
・
又

　
　
個
々
の
思
想
家
の
資
質
徳
性
乃
至
個
人
的
体
験
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
や
は
り
間
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
い

　
　
る
。
構
田
民
蔵
全
集
第
一
巻
、
一
八
七
－
一
八
八
べ
ー
ジ
。

一
一

河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）

三
五
　
（
八
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
八
六
八
）

　
『
史
論
』
と
『
発
展
』
と
の
基
本
的
共
通
点
を
ま
ず
こ
の
よ
う
に
確
認
し
た
う
え
で
、
っ
ぎ
に
両
者
の
ち
が
い
を
考
え
て
見
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
『
発
展
』
で
ど
う
し
て
第
一
章
お
よ
び
第
四
・
第
五
章
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
か
、
っ
ま
り
ど
う
し

て
「
マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
か
ら
ラ
ス
キ
ソ
ま
で
」
が
考
察
の
対
象
と
た
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と

に
た
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
前
節
で
紹
介
し
た
『
杜
会
問
題
研
究
』
所
載
の
著
者
の
こ
と
ぱ
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
た
い
河
上
の
内
的

動
機
に
発
す
る
薯
情
が
あ
る
の
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
河
上
が
京
都
大
学
の
講
壇
で
経
済
学
史
を
担
当
し
、
古
典

派
経
済
学
の
本
格
的
研
究
を
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
大
正
四
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
河
上

が
い
だ
き
つ
づ
げ
て
き
た
思
想
上
の
根
本
問
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
河
上
の
経
済
学
研
究
の
と
り
わ
げ
学
史
研
究
の
中
に
も
も
ち
こ

ま
れ
て
き
て
い
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
発
表
』
の
背
後
に
あ
る
い
わ
ぱ
秘
め
ら
れ
た
意
図
の
こ
と
を
、
河
上
は

『
発
展
』
第
二
一
版
に
あ
ら
た
に
っ
げ
た
は
し
が
き
の
末
尾
で
は
じ
め
て
読
老
に
告
白
し
た
。
長
き
を
い
と
わ
ず
全
文
を
引
用
し
よ

う
Ｏ　

「
著
者
は
明
治
三
十
五
年
に
大
学
を
卒
へ
た
が
、
そ
れ
よ
り
前
、
ま
だ
在
学
中
の
頃
か
ら
、
彼
は
、
彼
れ
の
棲
め
る
杜
会
に
広
く

行
わ
れ
っ
っ
あ
る
利
己
的
活
動
是
認
の
思
想
　
　
利
己
的
活
動
の
否
認
が
費
す
生
存
脅
威
の
事
実
　
　
に
っ
い
て
、
抜
く
べ
か
ら
ざ

る
疑
問
を
抱
く
に
至
っ
た
。
後
、
明
治
三
十
八
年
末
頃
に
及
び
、
自
ら
世
に
処
す
る
に
つ
い
て
の
根
本
的
態
度
は
、
柳
か
自
得
す
る

と
こ
ろ
に
あ
る
や
に
覚
え
た
げ
れ
ど
も
、
な
ほ
往
年
の
問
題
は
、
常
に
彼
れ
の
脳
裏
に
残
存
し
た
。
彼
が
経
済
学
の
研
究
に
志
し
た

の
は
、
勿
論
こ
の
間
題
を
解
決
せ
ん
こ
と
を
意
識
的
の
目
的
と
し
た
の
で
は
無
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
彼
れ
の
研
究
は
、
知
ら

ず
識
ら
ず
の
裡
に
、
お
の
づ
か
ら
此
の
間
題
を
中
心
と
し
て
組
織
づ
げ
ら
れ
た
。
本
書
は
、
当
年
を
距
る
殆
ど
二
十
年
に
近
か
き
頃

に
、
始
め
て
公
に
し
得
た
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
全
篇
を
通
じ
て
、
利
己
心
是
認
の
思
想
に
対
す
る
詮
索
が
、
お
の
づ
か
ら



其
の
中
心
と
な
り
っ
っ
あ
る
の
は
、
著
者
の
学
問
的
研
究
が
上
述
の
由
来
を
有
す
る
が
た
め
で
あ
る
。
著
者
は
已
に
馬
齢
五
十
に
近

く
、
自
然
、
学
界
の
進
運
に
伴
う
て
歩
む
こ
と
に
－
は
、
今
後
次
第
に
困
難
を
感
ず
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
け
れ
ど
も
、
な
ほ
生

き
て
ゐ
る
限
り
は
、
成
る
べ
く
勉
強
し
て
、
新
た
な
る
眼
を
開
か
ん
こ
と
を
欲
す
る
。
げ
れ
ど
も
、
過
去
の
彼
は
嘗
て
あ
り
し
ま
ま

に
残
る
。
こ
の
書
は
即
ち
、
利
己
心
是
認
の
思
想
を
主
た
る
問
題
と
な
し
ゐ
た
り
し
時
代
の
、
著
者
の
眼
に
映
り
し
近
世
経
済
思
想

史
で
あ
る
。
そ
れ
と
し
て
猶
ほ
多
少
の
世
用
を
成
す
の
余
地
を
有
ち
得
る
で
あ
ら
う
と
自
惚
れ
っ
つ
、
自
ら
其
の
欠
陥
を
悟
り
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ら
し
ぼ
ら
く
之
を
そ
の
ま
ま
に
刊
行
す
る
」
。

　
河
上
が
学
生
時
代
か
ら
利
已
心
の
間
題
に
深
く
心
を
寄
せ
、
明
治
三
八
年
末
に
は
伊
藤
証
信
の
「
無
我
苑
」
に
と
び
こ
ん
で
「
大

死
一
番
」
の
体
験
を
す
る
経
緯
や
、
そ
の
後
問
も
な
く
宗
教
運
動
を
棄
て
て
経
済
学
の
研
究
に
も
ど
る
が
、
学
究
と
し
て
も
個
人
の

利
己
的
活
動
の
是
非
と
い
う
問
題
が
っ
ね
に
彼
の
思
索
の
根
底
に
１
あ
っ
た
と
い
う
事
情
に
つ
い
て
は
、
彼
の
後
年
の
著
書
『
経
済
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

大
綱
』
の
序
や
、
ヨ
リ
く
わ
し
く
は
『
自
叙
伝
」
　
　
「
白
画
像
」
の
前
半
や
「
大
死
一
番
」
　
　
が
語
っ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

『
発
展
』
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
彼
の
メ
ソ
タ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
産
物
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
で
あ
れ
ぼ
こ
そ
「
筆
を
利
己
的
活
動

是
認
の
思
想
に
起
し
、
利
已
的
活
動
否
認
の
思
想
を
も
っ
て
巻
を
結
」
ぶ
と
い
う
「
独
自
の
構
成
を
も
っ
た
」
ユ
ニ
ー
ク
な
経
済
学

史
が
書
か
れ
得
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
『
発
展
』
は
『
史
論
』
よ
り
も
ず
っ
と
河
上
ら
し
い
学
史
で
あ
り
、
　
『
発
展
』
は
河

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

上
の
、
す
く
な
く
も
あ
る
時
期
の
河
上
の
代
表
作
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
『
発
展
』
に
対
し
て
河
上
が
強
い
白
負
と
愛
着
を
い
だ
い
て
お
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
し
ぼ
し
ぼ
公
言
し
て
い
る
こ

と
は
自
然
で
あ
る
が
、
問
題
な
の
は
彼
が
そ
う
し
た
気
持
を
表
明
す
る
と
同
時
に
『
発
展
』
の
欠
陥
を
は
っ
き
り
と
自
認
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
河
上
の
こ
う
し
た
複
雑
な
心
境
は
、
さ
き
に
か
か
げ
た
第
二
一
版
へ
の
は
し
が
き
の
文
章
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
（
八
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
　
（
八
七
〇
）

河
上
が
『
発
展
』
に
対
し
て
も
や
も
や
し
た
気
持
を
持
っ
て
お
り
、
明
確
に
そ
れ
が
整
理
さ
れ
な
い
ま
ま
に
出
版
の
は
こ
び
と
た
っ

た
と
い
う
こ
と
が
、
序
文
も
後
書
き
も
な
い
異
例
の
す
が
た
で
本
書
が
世
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
河

上
は
一
九
二
四
年
六
月
ニ
ハ
目
づ
げ
の
櫛
田
民
蔵
へ
の
手
紙
の
な
か
で
率
直
に
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
『
資
本
主
義
経
済
学

の
史
的
発
展
』
は
、
私
の
頭
が
シ
ヅ
カ
リ
せ
ぬ
う
ち
に
…
・
・
…
あ
あ
い
ふ
構
想
が
出
来
上
っ
た
の
で
、
そ
の
構
想
の
骨
子
は
畢
寛
貧
乏

物
語
時
代
に
在
る
の
で
す
。
そ
れ
で
グ
ズ
グ
ズ
し
て
ゐ
る
と
、
あ
れ
は
出
版
す
る
気
が
な
く
な
り
そ
う
な
の
で
、
さ
う
な
ら
ぬ
前
に
、

と
も
か
く
あ
あ
い
ふ
風
に
纏
っ
た
か
ら
、
何
か
の
役
に
立
た
う
と
思
っ
て
、
世
に
公
に
し
た
の
で
す
。
何
時
も
私
の
著
書
に
欠
か
し

た
こ
と
の
な
い
序
文
を
、
あ
の
本
に
の
み
省
略
し
た
の
は
、
何
ん
と
も
ハ
ッ
キ
リ
し
か
ね
る
気
持
が
あ
っ
て
、
私
が
あ
の
書
で
ど
れ

だ
け
の
事
を
成
し
了
へ
た
り
、
ど
れ
だ
げ
の
事
が
成
さ
れ
ず
に
残
っ
て
ゐ
る
か
、
等
々
の
こ
と
が
自
分
で
も
は
っ
き
り
し
兼
ね
た
か

　
　
　
　
　
（
３
）

ら
で
あ
り
ま
す
」
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
も
、
　
『
発
展
』
が
河
上
の
生
涯
の
前
期
で
も
後
期
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

も
な
く
ま
さ
に
前
期
か
ら
後
期
へ
の
過
渡
期
　
　
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
か
ら
一
九
二
四
（
大
正
二
二
）
年
ま
で
の
　
　
産
物
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
過
渡
期
の
産
物
の
宿
命
と
し
て
の
二
重
性
格
、
二
重
性
格
な
る
が
ゆ
え
に
当
然
生
じ
た

種
々
の
論
理
的
破
綻
、
河
上
が
内
心
ひ
そ
か
に
自
覚
し
お
そ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
こ
う
し
た
本
書
の
欠
陥
を
白
日
の
も
と
に
暴
露
し

た
の
が
、
櫛
田
民
蔵
の
有
名
な
論
文
「
杜
会
主
義
は
闇
に
面
す
る
か
光
に
面
す
る
か
　
　
河
上
肇
博
士
著
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

的
発
展
』
に
関
す
る
一
感
想
　
　
」
で
あ
っ
た
。

　
前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
　
『
発
展
』
刊
行
時
に
『
杜
会
問
題
研
究
』
に
の
っ
た
著
者
の
こ
と
ば
は
、
　
「
時
代
を
支
配
す
る
思
想

は
杜
会
の
物
質
的
条
件
の
発
展
に
伴
う
て
始
め
て
論
理
的
展
開
を
為
し
得
る
も
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
『
発
展
』
で
あ
き
ら
か
に
し

た
と
の
べ
て
い
た
が
、
　
『
発
展
』
の
な
か
で
も
河
上
は
ミ
ル
の
功
利
主
義
観
が
初
期
か
ら
後
期
に
大
き
く
か
わ
っ
た
こ
と
を
説
い
た



と
こ
ろ
で
こ
う
い
っ
て
い
る
。
「
ミ
ル
の
功
利
主
義
に
関
す
る
後
年
の
解
釈
　
　
も
、
実
は
個
人
主
義
の
内
面
的
発
展
の
一
っ
の
現

は
れ
で
あ
る
。
た
だ
斯
様
な
論
理
的
発
展
が
単
に
論
理
力
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
得
ず
、
何
時
で
も
杜
会
の
物
質
的
発
展
を
共
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

必
要
な
る
背
景
と
し
て
土
台
と
す
る
こ
と
は
、
既
に
私
の
繰
り
返
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
。
だ
が
上
部
構
造
に
属
す
る
思
想

１
１
意
識
形
態
の
展
開
が
究
極
に
お
い
て
土
台
で
あ
る
経
済
構
造
の
展
開
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
事
例
に
そ
く

し
た
『
発
展
』
の
説
明
は
、
決
し
て
詳
細
た
も
の
で
も
説
得
的
な
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
い
わ
ん
や
櫛
田
の
よ
う
に
、
　
「
経
済
の
学

史
は
通
常
云
は
る
る
や
う
に
、
経
済
史
実
と
照
応
し
て
は
じ
め
て
理
解
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
は
勿
論
、
常
に
各
時
代
の
階
級
闘

争
の
事
実
を
前
提
し
て
説
明
せ
ら
る
る
が
、
又
そ
れ
ぞ
れ
の
学
説
に
於
げ
る
主
要
な
範
晴
や
法
則
や
の
理
論
的
分
析
か
ら
一
定
の
階

級
闘
争
の
反
射
と
し
て
の
階
級
意
識
の
存
在
を
見
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
如
何
に
そ
れ
等
の
学
説
が
そ
の
時
代
の
階
級
意
識
の
表
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

で
あ
り
又
そ
れ
の
発
展
で
あ
る
か
を
明
か
に
す
べ
き
」
だ
と
い
う
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
　
『
発
展
』
の
叙
述
が
唯
物
史
観
に
も
と
づ
く

も
の
で
あ
る
と
は
到
底
承
認
で
き
た
か
っ
た
。
マ
ル
サ
ス
や
リ
ヵ
ー
ド
ウ
の
と
こ
ろ
の
よ
う
に
多
少
と
も
具
体
的
な
経
済
思
想
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

学
説
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
そ
う
し
た
観
点
が
不
十
分
な
が
ら
う
か
が
え
る
と
し
て
も
、
ス
ミ
ス
や
Ｊ
・
Ｓ
二
・
・

ル
の
と
こ
ろ
の
よ
う
に
、
彼
等
の
「
根
本
思
想
」
が
倫
理
観
を
中
心
に
説
か
れ
る
場
合
に
は
土
台
と
の
照
応
関
係
へ
の
顧
慮
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
あ
た
か
も
学
者
の
問
の
個
人
的
な
伝
承
関
係
を
通
っ
て
道
徳
思
想
が
自
己
展
開
す
る
よ
う
な
説
明
ぶ
り
で
あ
る
。
と
く

に
櫛
田
に
と
っ
て
我
慢
が
な
ら
た
い
の
は
後
期
の
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
や
ヵ
ー
ラ
ィ
ル
ニ
フ
ス
キ
ソ
な
ど
い
わ
ゆ
る
人
道
主
義
の
思
想
に

対
す
る
河
上
の
態
度
で
あ
っ
て
、
特
権
階
級
の
反
動
思
想
以
外
の
何
物
で
も
な
い
彼
等
の
人
道
主
義
を
「
杜
会
主
義
の
母
で
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ぼ
す
く
た
く
と
も
父
で
あ
り
得
る
」
と
し
た
り
、
ラ
ス
キ
ソ
と
マ
ル
ク
ス
の
経
済
論
を
「
共
に
人
類
と
し
て
の
同
じ
立
場
か
ら
物
を
観

（
１
０
）た

」
と
評
価
す
る
に
い
た
っ
て
は
、
河
上
白
身
人
道
史
観
に
立
っ
て
い
る
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
ス
キ
ソ
が
力
説
し
た

　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
　
（
八
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
　
（
八
七
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

「
人
問
性
の
美
は
し
き
方
面
」
に
面
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
杜
会
主
義
が
生
れ
る
と
い
う
『
発
展
』
の
結
語
に
対
し
、
櫛
田
論
文
は
つ

ぎ
の
よ
う
た
結
語
を
以
て
こ
た
え
て
い
る
。
　
「
杜
会
主
義
は
闇
に
生
れ
る
が
故
に
の
み
光
を
産
む
の
で
あ
っ
て
、
光
に
面
す
る
が
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

に
光
を
産
む
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
か
い
多
く
闇
に
面
す
る
に
依
っ
て
よ
り
多
く
光
に
面
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
」
。

　
河
上
は
こ
う
し
た
櫛
田
の
批
判
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
う
け
入
れ
、
そ
れ
を
第
二
一
版
へ
の
は
し
が
き
の
た
か
で
「
私
は
繰
返
し
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

論
文
を
読
ん
で
見
た
が
、
結
局
氏
の
意
見
は
根
本
の
主
張
に
お
い
て
楚
に
尤
も
で
あ
る
と
い
ふ
結
論
に
達
し
た
」
と
公
表
し
た
。
そ

し
て
「
マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
か
ら
ラ
ス
キ
ソ
ま
で
」
の
個
人
主
義
経
済
倫
理
思
想
史
を
た
ど
っ
た
こ
の
『
発
展
』
の
著
者
は
本
質
的
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

『
貧
乏
物
語
』
の
著
者
と
か
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
自
認
し
た
。

　
た
し
か
に
河
上
は
『
貧
乏
物
語
』
の
な
か
で
マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
の
『
蜜
蜂
物
語
』
を
紹
介
し
、
そ
れ
が
「
後
に
至
っ
て
正
統
派
経
済

学
派
の
根
本
思
想
を
産
む
の
種
子
と
為
っ
た
」
こ
と
、
そ
し
て
「
一
た
び
マ
ソ
ダ
ヴ
イ
ル
に
依
っ
て
創
め
ら
れ
た
利
己
心
是
認
の
論

は
、
其
後
ヒ
ュ
ー
ム
、
ハ
チ
ソ
ソ
其
他
の
倫
理
学
者
の
手
を
経
て
、
遂
に
ア
ダ
ム
・
ス
、
・
・
ス
に
伝
へ
ら
れ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い

て
（
九
の
三
、
九
の
四
）
、
『
発
展
』
第
一
章
の
構
想
が
す
で
に
こ
こ
に
胚
胎
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
ラ
ス
キ
ソ
の
名
は
『
貧

乏
物
語
』
の
本
文
の
な
か
に
は
登
場
せ
ず
、
序
の
な
か
に
「
ラ
ス
キ
ソ
の
有
名
な
る
句
」
と
し
て
弓
ざ
冨
赤
８
考
＄
Ｈ
芦
げ
一
二
豪
・

（
富
何
物
ぞ
只
生
活
あ
る
の
み
）
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
る
だ
げ
で
あ
る
が
、
同
じ
大
正
六
年
お
よ
び
翌
七
年
の
『
経
済
論
叢
』
に
「
ラ
ス

キ
ソ
の
『
此
最
後
の
者
に
も
』
」
と
い
う
論
文
を
書
い
て
、
ラ
ス
キ
ソ
の
富
の
定
義
を
「
其
の
ま
ま
に
受
げ
入
れ
ん
と
す
る
も
の
で
あ

る
」
と
書
き
、
さ
ら
に
同
七
年
に
出
た
石
田
憲
次
訳
『
此
最
後
の
者
に
も
』
に
寄
せ
た
序
で
「
一
方
に
は
組
織
改
造
の
論
を
為
す
も

の
に
杜
会
主
義
の
経
済
学
あ
り
。
他
方
に
１
は
、
人
心
改
造
の
論
を
為
す
も
の
に
人
道
主
義
の
経
済
学
あ
り
。
二
者
相
侯
っ
て
現
代
杜

会
の
二
大
思
潮
を
成
す
。
独
逸
に
於
け
る
第
一
九
世
紀
後
半
の
一
大
思
想
家
ヵ
ル
ル
．
マ
ル
ク
ス
は
、
即
ち
前
者
を
代
表
す
る
の
巨



人
に
し
て
、
英
国
ヴ
ィ
ク
ト
ー
リ
ァ
王
朝
時
代
の
三
大
文
星
の
一
と
称
せ
ら
る
る
我
が
ジ
ヨ
ソ
．
ラ
ス
キ
ン
は
、
却
ち
後
者
を
代
表

す
る
の
第
一
人
者
た
り
」
と
の
べ
て
い
た
。
し
て
み
れ
ば
ラ
ス
キ
ソ
論
を
終
章
の
し
め
く
く
り
に
も
っ
て
く
る
『
発
展
』
の
構
想
も

ま
た
、
こ
の
時
期
に
発
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
と
い
う
視
角
が
河
上
の
後
期
に
一
そ
う
明
確
化
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
か
ら
ラ
ス
キ
ソ
ヘ
と
い
う
も
う
一
っ
の
視
角
は
、
む
し
ろ
前
期
の
河
上
か
ら
も
ち
こ
さ
れ

た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
経
済
論
叢
』
の
ラ
ス
キ
ソ
論
文
は
『
杜
会
問
題
管
見
』
（
一
九
一
八
年
）
に
・
そ
の
ま
ま
採
録
さ

帖
改
版
一
杜
会
問
題
管
見
一
一
一
九
二
〇
年
一
で
一
旦
姿
を
消
す
が
、
一
発
展
一
の
ラ
ス
キ
ソ
論
で
実
質
的
に
復
活
し
た
こ
と
に
な

る
・
も
っ
と
も
そ
こ
で
は
人
心
改
造
論
の
ラ
ス
キ
ソ
と
組
織
改
造
論
の
マ
ル
ク
ス
と
が
対
等
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
決
し
て

た
く
、
ラ
ス
キ
ソ
は
ど
こ
ま
で
も
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
と
い
う
基
本
－
線
の
う
え
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
・
一
九
二
一
年
三
月
の
『
杜
会
問
題
研
究
』
第
二
一
冊
に
発
表
さ
れ
た
注
目
す
べ
き
論
文
「
心
的
改
造
と
物
的
改
造
」
に
・
お
い
て

す
で
に
河
上
は
、
　
「
心
的
改
造
は
強
制
的
改
造
の
前
提
で
あ
り
、
又
斯
か
る
意
味
に
お
い
て
の
み
心
的
改
造
論
の
提
唱
に
価
値
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

こ
と
を
承
認
せ
ん
と
す
る
者
で
あ
る
」
と
い
う
、
前
期
の
河
上
の
立
場
を
明
ら
か
に
脱
却
し
た
思
想
を
の
べ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

や
は
り
『
発
展
』
は
河
上
に
と
っ
て
過
渡
期
の
産
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
『
発
展
』
第
二
一
版
、
一
九
二
五
年
、
は
し
が
き
五
－
六
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
　
『
経
済
学
大
綱
』
に
は
改
造
杜
『
経
済
学
全
集
』
版
、
戦
後
の
改
造
杜
版
、
青
木
書
店
版
、
三
笠
文
庫
お
よ
び
著
作
集
版
が
あ
り
、
　
『
自
叙
伝
』

　
　
　
に
は
世
界
評
論
杜
版
（
原
版
と
普
及
版
）
と
岩
波
書
店
板
と
著
作
集
版
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
も
に
最
新
の
著
作
集
版
の
ぺ
－
ジ
数
を
か
か
げ

　
　
　
て
お
く
、
『
河
上
肇
著
作
集
』
第
三
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
、
七
－
八
ぺ
ー
ジ
。
同
第
六
巻
、
一
九
六
四
年
、
二
五
－
八
一
ぺ
－
ジ
、
同
第

　
　
　
九
巻
、
一
九
六
四
年
、
二
一
五
－
二
五
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
大
内
丘
ハ
衛
編
『
河
上
肇
よ
り
構
田
民
蔵
へ
の
手
紙
』
、
鎌
倉
文
庫
、
一
九
四
七
年
、
二
二
一
ぺ
ー
ジ
。
『
発
展
』
出
版
直
後
の
一
九
二
一
二
年
八
月
二

　
　
　
九
目
づ
け
の
櫛
田
へ
の
手
紙
で
は
「
ま
と
ま
っ
た
序
文
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
夏
期
講
演
で
弱
っ
て
仕
ま
っ
た
上
に
、
序
に
「
研
究
」
を

　
　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
（
八
七
三
）



立
命
餌
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）

四
二
　
（
八
七
四
）

　
　
出
さ
う
と
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
根
気
が
っ
き
て
、
序
文
も
一
応
や
め
に
し
て
お
き
ま
し
た
」
と
の
べ
て
い
た
（
同
書
、
九
七
ぺ
－
ジ
）
。

（
４
）
　
河
上
の
生
涯
を
前
期
（
人
道
主
義
時
代
）
、
過
渡
期
、
後
期
（
マ
ル
ク
ス
主
義
時
代
）
の
三
期
に
わ
げ
、
各
期
の
代
表
作
を
一
点
ず
つ
あ
げ
る
と

　
　
す
れ
ぱ
、
私
は
『
貧
乏
物
語
』
、
『
発
展
』
お
よ
び
『
資
本
論
入
門
』
の
三
点
を
あ
げ
た
い
と
思
う
。

（
５
）
　
こ
の
論
文
は
『
改
造
』
一
九
二
四
年
七
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
後
構
田
民
蔵
全
集
第
一
巻
『
唯
物
史
観
』
　
（
改
造
杜
、
一
九
三
五
年
）
に
収
録
さ
れ

　
　
た
。

（
６
）
　
『
発
展
』
五
〇
七
－
五
〇
八
ぺ
ー
ジ
。

（
７
）
構
田
民
蔵
全
集
第
一
巻
、
一
八
ニ
ペ
ー
ジ
。

（
８
）
　
櫛
田
は
河
上
が
マ
ル
サ
ス
と
リ
カ
ー
ド
ゥ
の
所
説
が
資
本
家
的
階
級
意
識
の
あ
ら
わ
れ
だ
と
見
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
っ
っ
も
、
河
上
の
よ
う
に

　
　
そ
の
点
で
両
者
を
全
く
同
一
視
す
る
の
は
不
十
分
だ
と
し
、
リ
カ
ー
ド
ゥ
地
代
論
に
関
す
る
河
上
の
解
釈
を
批
判
し
た
上
で
っ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し

　
　
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
　
「
マ
ル
サ
ス
及
び
リ
カ
ル
ド
の
経
済
学
説
は
、
同
じ
く
労
働
者
階
級
に
対
す
る
資
本
側
の
階
級
意
識
の
表
象
で
あ
っ
て

　
　
も
、
一
方
は
、
地
主
階
級
の
代
弁
で
あ
る
に
反
し
、
他
方
は
資
本
家
階
級
の
代
弁
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
時
に
お
い
て
全
労
働
者
階
級
に
対
す
る
全
資

　
　
本
家
階
級
の
攻
勢
を
示
す
と
同
時
に
、
資
本
家
階
級
内
部
に
お
げ
る
分
裂
抗
争
の
情
勢
に
照
応
す
る
も
の
と
考
ふ
る
こ
と
が
出
来
、
又
両
老
の
学
史

　
　
上
に
お
け
る
地
位
は
こ
の
点
に
求
む
る
こ
と
が
出
来
よ
う
と
思
ふ
」
。
全
集
第
一
巻
、
二
〇
〇
ぺ
－
ジ
。

（
９
）
　
『
発
展
』
五
六
二
ぺ
－
ジ
。

（
１
０
）
　
同
五
八
○
ぺ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
　
同
五
八
七
ぺ
ー
ジ
。
　
『
経
済
学
大
綱
』
で
は
「
人
間
性
の
他
の
方
面
」
と
か
え
ら
れ
て
い
る
。
著
作
集
第
三
巻
、
七
二
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
１
２
）
　
全
集
第
一
巻
、
二
一
七
ぺ
ー
ジ
。

（
１
３
）
　
『
発
展
』
「
第
二
十
一
版
の
発
行
に
際
し
て
」
、
四
ぺ
ー
ジ
。

（
１
４
）
　
大
正
十
三
年
七
月
一
目
づ
け
の
構
田
へ
の
手
紙
（
大
内
編
、
二
…
１
二
一
四
ぺ
ー
ジ
）
を
参
照
。

（
１
５
）
　
『
経
済
論
叢
』
の
論
文
か
ら
の
引
用
と
石
田
憲
次
訳
本
序
か
ら
の
引
用
と
を
こ
の
『
杜
会
間
題
管
見
』
か
ら
孫
引
ぎ
し
て
お
く
と
、
一
〇
三
－
一

　
　
〇
四
ぺ
－
ジ
お
よ
び
七
六
べ
ー
ジ
。

（
１
６
）
　
『
杜
会
間
題
研
究
』
第
二
一
冊
、
一
〇
ぺ
ー
ジ
。
山
之
内
靖
も
こ
の
論
文
が
『
発
展
』
の
思
想
的
背
景
を
み
る
場
合
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

　
　
し
て
い
る
。
山
之
内
「
犬
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
マ
ル
ク
ス
主
義
」
、
長
・
住
谷
共
編
『
近
代
目
本
経
済
思
想
史
講
座
』
１
、
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
、

　
　
三
一
二
－
三
一
三
ぺ
ー
ジ
。



（
１
７
）
　
木
村
正
身
は
わ
が
国
の
ラ
ス
キ
ソ
評
価
史
の
一
節
で
河
上
に
ふ
れ
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
積
極
的
ま
た
ぱ
消
極
的
に
マ
ル
ク
ス
主
義

　
　
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
の
か
れ
〔
ラ
ス
キ
ソ
〕
の
杜
会
改
良
の
実
践
を
説
く
こ
と
は
大
正
年
問
に
は
じ
ま
り
…
－
二
こ
こ
か
ら
御
木
本
隆
三
氏
の
ラ

　
　
ス
キ
ソ
研
究
も
出
て
く
る
が
…
…
他
方
御
木
本
氏
の
師
河
上
肇
博
士
が
初
期
の
み
ず
か
ら
の
お
な
じ
次
元
で
の
ラ
ス
キ
ソ
解
釈
を
克
服
し
て
（
『
改

　
　
版
杜
会
間
題
管
見
』
大
９
）
、
よ
う
や
く
カ
ー
ラ
イ
ル
Ｈ
ラ
ス
キ
ソ
的
な
「
人
道
主
義
の
経
済
学
」
の
限
界
を
一
面
で
は
た
だ
し
く
、
し
か
し
一
面

　
　
で
は
重
要
た
論
点
を
封
じ
た
ま
ま
で
規
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
（
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
大
１
２
、
　
『
経
済
学
大
綱
』
昭
３
）
」
ラ
ス
キ
ソ
、

　
　
木
村
訳
『
ム
ネ
ラ
・
プ
ル
ウ
ェ
リ
ス
』
　
（
関
書
院
、
一
九
五
八
年
）
の
解
説
、
二
九
九
－
三
〇
〇
べ
ー
ジ
。
こ
こ
に
「
重
要
な
論
点
」
と
い
わ
れ
て

　
　
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
同
三
三
二
－
三
三
三
べ
ー
ジ
を
参
照
。

三

　
『
発
展
』
に
対
す
る
櫛
田
の
批
判
を
契
機
に
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
一
そ
う
っ
っ
こ
ん
だ
研
究
に
入
っ
て
い
っ
た
河
上
は
、

経
済
原
論
の
構
成
に
お
い
て
も
そ
の
後
急
速
に
内
容
を
か
え
て
い
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
『
発
展
』
刊
行
当
時
の
大
正
二
一
年
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

講
義
　
　
第
一
編
生
産
・
第
二
編
交
換
・
第
三
編
分
配
と
い
う
構
成
　
　
と
、
　
「
す
っ
か
り
『
資
本
論
』
の
解
説
そ
の
も
の
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

し
ま
っ
た
．
…
…
．
昭
和
二
年
九
月
か
ら
翌
三
年
三
月
に
か
け
て
の
講
義
」
と
を
く
ら
べ
て
見
れ
ぼ
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
河
上

は
そ
の
昭
和
二
年
度
の
っ
ま
り
河
上
の
京
大
で
の
最
後
の
原
論
講
義
を
改
造
杜
版
『
経
済
学
全
集
』
第
一
巻
に
『
経
済
学
大
綱
』
の

上
編
「
資
本
家
的
杜
会
の
解
剖
」
と
し
て
収
録
す
る
に
際
し
、
　
『
発
展
』
を
そ
の
下
編
「
資
本
家
的
経
済
学
の
発
展
」
と
題
し
て
再

び
世
に
間
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
場
合
彼
は
三
節
よ
り
成
る
序
説
を
あ
ら
た
に
書
き
下
し
て
冒
頭
に
っ
げ
、
昭
和
三
年
当
時
に
お
げ

る
彼
の
経
済
学
史
に
対
す
る
見
方
を
の
べ
る
と
と
も
に
、
本
文
の
中
に
も
「
多
少
の
加
筆
を
な
し
」
て
、
大
正
一
二
年
以
後
の
彼
の

研
究
成
果
を
も
り
こ
む
と
と
も
に
、
　
「
マ
ル
ク
ス
学
の
見
地
か
ら
す
れ
ぱ
甚
し
き
欠
陥
を
有
す
る
」
　
『
発
展
』
を
「
可
能
な
か
ぎ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
お
い
て
之
を
現
在
の
立
場
に
引
寄
せ
ん
と
試
み
た
」
。
だ
が
こ
う
し
た
加
筆
や
修
正
は
、
河
上
の
其
後
の
思
想
的
進
展
を
し
め
す

　
　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
（
八
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
八
七
六
）

記
録
と
し
て
は
ま
こ
と
に
有
意
義
で
あ
る
と
は
い
え
、
彼
み
ず
か
ら
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
そ
れ
は
そ
れ
で
一
の
統
一
体
を
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

成
し
て
い
た
旧
書
の
面
目
を
傷
げ
た
」
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
　
『
自
叙
伝
』
で
告
白
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
何
人
の
著
作

を
も
真
似
た
も
の
で
は
な
く
、
明
か
に
河
上
肇
の
作
っ
た
経
済
学
史
の
著
作
た
る
独
特
の
面
白
を
具
へ
て
」
い
る
著
作
と
し
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

が
そ
の
後
も
「
特
殊
の
愛
着
を
残
し
て
い
る
」
の
は
、
む
し
ろ
『
発
展
』
の
原
型
に
対
し
て
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
河
上
独
自
の
個
性
的
産
物
た
る
こ
の
『
発
展
』
が
最
近
い
ろ
い
ろ
た
視
角
か
ら
あ
た
ら
し
く
見
な
お
さ
れ
つ
つ
あ
合
こ
と
は
、

十
分
注
甘
に
あ
た
い
す
る
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
た
と
え
ぼ
内
田
義
彦
は
『
発
展
』
の
意
義
を
と
く
に
そ
の
ス
ミ
ス
研
究
に
力
点
を
お
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　
　
「
『
ス
、
、
、
ス
を
し
て
現
代
に
生
か
し
む
れ
ば
、
杜
会
主
義
者
』
に
た
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
（
『
近
世
経
済
思
想
史
論
』
）
と
い
う
趣
旨

の
考
え
を
う
げ
っ
い
だ
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
は
、
取
り
上
げ
た
人
物
か
ら
い
っ
’
て
も
、
オ
ー
ソ
ド
ヅ
ク
ス
次
経
済
学

史
か
ら
み
れ
ぱ
、
ま
こ
と
に
奇
異
で
あ
り
、
ま
た
、
河
上
の
到
達
点
が
ま
だ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
で
た
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
・
し
か

し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
側
か
ら
の
本
書
に
対
す
る
批
判
は
、
河
上
の
問
題
意
識
を
十
分
に
く
み
と
っ
た
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
論
争

は
平
行
線
に
お
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
河
上
の
発
想
は
、
学
説
史
研
究
を
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
の
肉
づ
げ
だ
と
す
る

『
杜
会
青
年
型
』
の
そ
れ
と
は
対
蹴
的
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
あ
る
意
味
で
、
大
河
内
一
男
、
高
島
善
哉
等
に
始
ま
る
『
市
民
杜
会
』

青
年
の
ス
ミ
ス
研
究
の
発
想
を
予
見
す
る
も
の
が
あ
る
の
は
興
味
深
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
述
べ
る
余
裕
が
な
享

　
ま
た
石
垣
博
美
は
『
発
展
』
の
メ
リ
ヅ
ト
を
そ
の
ベ
ソ
サ
ム
論
に
も
と
め
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
も
し
も
河
上
の
『
史
的
発
展
』
が
、
目
本
に
お
げ
る
西
洋
経
済
学
史
の
『
古
典
』
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
も
ち
う
る
と
し
た
ら
・

そ
れ
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
を
貫
流
す
る
自
由
主
義
の
伝
統
を
論
じ
、
こ
れ



を
反
映
す
る
経
済
学
説
の
系
列
の
一
環
に
ベ
ソ
サ
ム
を
組
み
入
れ
た
こ
と
は
『
著
者
一
流
の
着
眼
』
で
あ
っ
た
。
ベ
ソ
サ
ム
を
省
略

し
た
経
済
思
想
の
歴
史
は
、
経
済
学
の
発
生
が
こ
の
国
を
中
心
と
し
て
い
る
以
上
、
現
代
に
つ
な
が
る
も
っ
と
も
重
要
な
経
済
思
潮

の
一
方
を
見
逃
す
不
首
尾
に
陥
り
、
ひ
ど
く
味
気
た
い
一
面
的
た
観
念
史
の
叙
述
に
お
わ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
は
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
げ
る
古
典
経
済
学
の
背
後
に
流
れ
る
杜
会
哲
学
の
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
徹
底
し
た
一
面
を
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
指

摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
河
上
の
い
う
『
生
存
権
否
認
の
思
想
』
の
含
蓄
が
、
西
洋
の
伝
統
的
文
化
圏
の
外
側
か
ら
古
典
思
想
を

分
析
す
る
と
き
、
い
や
お
う
な
し
に
指
摘
さ
れ
う
る
際
立
っ
た
特
色
で
あ
る
こ
と
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
の
分
析
で
さ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

容
易
に
到
達
し
え
な
い
結
論
だ
と
い
っ
て
よ
い
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
さ
ら
に
河
上
の
古
典
学
派
経
済
学
の
研
究
の
中
で
「
最
も
弱
き
環
を
形
成
し
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
リ
ヵ
－
ド
ウ
研
究
に
っ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

も
『
発
展
』
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
吉
沢
芳
樹
の
見
解
が
あ
ら
わ
れ
た
。
吉
沢
は
ま
ず
さ
き
に
紹
介
し
た
内
田
義
彦
が
「
ロ
ヅ
ク

マ
ソ
デ
ヴ
ィ
ル
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
は
じ
ま
っ
て
カ
ー
ラ
ィ
ル
と
ラ
ス
キ
ソ
に
終
る
本
書
の
特
異
た
構
成
を
、
む
し
ろ
河
上
の
ラ
ィ
フ
．

テ
ー
マ
と
も
い
う
べ
き
『
エ
ゴ
イ
ズ
ム
問
題
』
の
学
史
的
探
究
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
独
白
な
積
極
的
意
味
を
掘
り
起

す
に
至
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た
後
に
、
　
『
発
展
』
の
第
三
章
「
マ
ル
サ
ス
及
び
リ
ヵ
ア
ド
」
、
第
四
章
「
ベ
ソ
タ
ム
及
び
ヂ
ェ
ィ

ム
ズ
一
ミ
ル
」
に
注
目
し
、
　
「
か
れ
は
こ
れ
ら
両
章
で
、
　
ベ
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
思
想
体
系
（
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
！
」
）
の
一
環

と
し
て
リ
カ
ー
ド
ウ
の
『
原
理
』
を
、
ま
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
；
・
ル
の
代
議
政
体
論
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ

は
、
河
上
の
超
テ
ー
マ
た
る
『
エ
ゴ
イ
ズ
ム
問
題
』
と
の
関
連
と
同
時
に
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
『
時
代
の
精
神
』
の
躍
動
を
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
べ
、
河
上
の
業
績
が
わ
が
国
の
リ
ヵ
ー
ド
ウ
研
究
史
の
う
え
に
占
め
る
意
義
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ

て
い
る
。

　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
八
七
七
）



、

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
八
七
八
）

　
．
「
だ
が
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
に
試
み
ら
れ
た
河
上
肇
の
こ
う
し
た
駄
掛
見
的
視
角
か
ら
す
る
ベ
ン
タ
ム
ー
ー
ミ
ル
ー
ー
リ
カ
ー
ド

ウ
体
系
の
研
究
が
、
先
の
価
値
Ｈ
剰
余
価
値
学
説
史
の
観
点
か
ら
す
る
リ
カ
ー
ド
ウ
研
究
〔
吉
沢
は
山
田
（
盛
）
、
森
、
久
留
間
・
堀

の
諸
労
作
を
あ
げ
て
い
た
〕
と
全
く
交
錯
す
る
こ
と
な
し
に
終
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
リ
カ
ー
ド
ウ
研
究
の
主
流
が
思
想
史
的
視
野
を

　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

欠
い
た
狭
義
の
経
済
理
論
史
研
究
に
　
そ
れ
も
蓄
積
論
的
視
角
の
乏
し
い
価
値
論
１
１
分
配
論
の
研
究
に
　
陥
っ
た
こ
と
が
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

カ
ー
ド
ゥ
研
究
か
ら
杜
会
科
学
と
し
て
の
水
々
し
さ
と
ふ
く
ら
み
を
失
わ
せ
た
最
大
の
理
由
で
は
な
か
ろ
う
か
。
…
…
・
・
ベ
ソ
タ
ム
ー
ー

リ
カ
ー
ド
ゥ
体
系
の
積
極
像
を
再
構
成
し
た
う
え
で
の
、
マ
ル
ク
ス
の
リ
カ
ー
ド
ウ
批
判
の
論
理
の
意
味
と
追
求
、
こ
う
し
た
研
究

方
向
こ
そ
は
、
目
本
に
お
げ
る
リ
ヵ
－
ド
ウ
研
究
の
風
か
と
も
い
う
べ
き
河
上
肇
の
思
想
史
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
と
、
価
値
Ｈ
剰
余
価
値

学
説
の
観
点
か
ら
す
る
経
済
理
論
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
を
、
新
た
な
次
元
で
統
一
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
困
難
な
仕
事

に
成
功
し
た
と
き
、
リ
ヵ
ー
ド
ウ
研
究
は
冶
会
朴
学
ど
レ
心
小
魅
力
と
力
強
さ
と
を
そ
な
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」
・

　
み
ら
れ
る
よ
う
に
と
り
あ
げ
方
は
論
老
各
様
で
は
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
と
い
う
『
発
展
』
の
基
本
線
は
認
め
た
う

え
で
、
し
か
も
単
な
る
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
を
下
敷
き
に
し
た
学
史
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
『
発
展
』
の
積
極
的
な
独
自
性
を
見
出

し
て
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
河
上
の
ラ
ィ
バ
ル
で
あ
っ
た
福
田
徳
三
は
大
正
一
四
年
に
内
外
の

経
済
学
史
の
研
究
書
の
解
題
を
し
て
い
る
な
か
で
、
わ
が
国
の
も
の
に
は
自
家
の
研
究
を
の
べ
た
も
の
が
殆
ん
ど
な
く
「
唯
高
橋
誠

一
郎
氏
に
『
経
済
学
史
研
究
』
あ
り
、
河
上
肇
博
士
に
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
あ
り
て
此
の
欠
を
補
う
の
珊
“
と
の
べ

た
が
、
重
商
主
義
経
済
思
想
を
中
心
と
す
る
高
橋
の
こ
の
論
文
集
（
一
九
二
〇
年
）
と
河
上
の
古
典
派
研
究
を
土
台
と
す
る
『
発
展
』

と
が
わ
が
国
で
の
最
初
の
本
格
的
な
学
史
の
専
門
書
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
ア
ヵ
デ
ミ
ズ
ム
が
確
立
し
た
こ
と
を
し
め
す
記
念
碑
的

作
品
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぽ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
河
上
や
福
田
よ
り
一
世
代
後
の
学
者
で
、
若
き
日
に
『
貧
乏
物



語
』
を
読
ん
で
経
済
学
研
究
の
志
を
立
て
た
向
坂
逸
郎
は
、
　
『
発
展
』
に
っ
い
て
も
、
　
「
正
確
な
経
済
学
史
と
し
て
は
」
舞
出
長
五

郎
の
『
経
済
学
史
概
要
』
（
一
九
三
七
年
）
に
お
よ
ぼ
ぬ
「
発
展
』
が
『
概
要
』
に
は
な
い
「
人
を
ぐ
ん
ぐ
ん
引
っ
ぱ
っ
て
ゆ
く
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
河
上
の
全
人
間
的
な
熱
情
が
読
者
の
心
を
と
ら
え
る
と
こ
ろ
に
『
発
展
』
の
特
色
が
あ
る
と
の
べ
た
が
、

河
上
と
い
う
個
性
が
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
と
い
う
恰
好
の
時
代
的
背
景
を
得
て
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
こ
の
作
品
が
杜
会
科
学
の
分

野
に
お
け
る
近
代
日
本
自
体
の
青
春
の
か
た
み
と
し
て
長
く
人
々
の
愛
読
に
堪
え
う
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
、
大
方
の
同
意
を
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
そ
の
向
坂
よ
り
も
う
一
時
代
後
の
経
済
学
者
た
ち
が
、
こ
の
『
発
展
』
か
ら
経

済
学
史
の
一
層
の
展
開
の
た
め
の
示
唆
と
養
分
を
く
み
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
自
身
も
ま
た
、
　
『
発
展
』
の
基
本
線
と

し
て
の
「
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ヘ
」
が
、
単
に
『
国
富
論
』
か
ら
『
資
本
論
』
へ
で
は
な
く
、
　
『
道
徳
情
操
論
』
を
背
後
に
・
も
っ

た
『
国
富
論
』
と
『
経
済
学
批
判
序
説
』
　
　
そ
れ
は
ほ
か
た
ら
ぬ
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
１
１
『
原
資
本
論
』
の
序
説
で
あ
っ
た

を
土
台
と
す
る
『
資
本
論
』
と
が
河
上
の
視
野
に
と
ら
え
ら
れ
た
う
え
で
の
「
ス
、
、
、
ス
か
ら
マ
ル
ク
ス
ペ
」
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

書
の
生
命
力
が
根
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
本
書
は
や
は
り
わ
が
国
の
経
済
学
史
研
究
に
と
っ
て
の
古
典
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い

と
考
え
る
。

　
　
（
１
）
河
上
博
士
講
述
『
経
済
原
論
』
　
（
大
正
一
二
年
度
経
済
学
研
究
会
）
を
参
照
。
　
そ
れ
が
大
正
一
四
年
度
の
講
義
プ
リ
ン
ト
に
な
る
と
、
　
第
一
編

　
　
　
　
「
資
本
ノ
生
産
過
程
」
、
第
二
編
「
資
本
ノ
流
通
過
程
」
、
第
三
編
「
資
本
ノ
総
過
程
」
と
『
資
本
論
』
体
系
に
・
準
拠
し
た
も
の
に
か
わ
っ
て
い
る
、

　
　
（
２
）
　
『
自
叙
伝
』
、
著
作
集
第
六
巻
、
二
三
べ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
　
『
経
済
学
大
綱
』
序
、
六
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
同
上
、
七
べ
－
ジ
。

　
　
（
５
）
　
『
自
叙
伝
』
、
著
作
集
第
六
巻
、
四
四
べ
－
ジ
。
大
内
兵
衛
は
河
上
が
『
発
展
』
に
加
筆
し
て
『
大
綱
』
の
下
編
に
収
録
す
る
理
由
と
し
て
の
べ

　
　
　
　
て
い
る
点
に
っ
い
て
「
そ
の
著
者
の
い
い
分
に
は
多
少
の
コ
ジ
ツ
ケ
も
あ
る
と
思
え
る
」
と
書
い
て
い
る
（
『
現
代
日
本
思
想
大
系
』
１
９
『
河
上
肇
』

　
　
　
　
河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
（
杉
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
八
七
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
八
八
○
）

　
　
の
編
者
解
説
、
筑
摩
書
房
、
　
一
九
六
四
年
、
三
三
ぺ
－
ジ
）
が
、
こ
う
し
た
無
理
を
し
て
ま
で
『
発
展
』
を
改
め
て
世
に
間
う
こ
と
に
し
た
と
こ
ろ

　
　
に
、
河
上
の
本
書
に
対
す
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
愛
着
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
６
）
　
内
田
「
知
識
青
年
の
諸
類
型
」
、
『
近
代
目
本
思
想
史
講
座
』
４
『
知
識
人
の
生
成
と
役
割
』
、
一
九
五
九
年
・
内
田
『
目
本
資
本
主
義
の
思
想
像
』

　
　
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
に
収
録
、
同
書
二
二
四
ぺ
ー
ジ
。

（
７
）
　
石
垣
「
河
上
肇
と
ベ
ソ
サ
ム
」
、
鈴
木
鴻
一
郎
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
研
究
』
上
、
東
大
出
版
会
・
一
九
六
八
年
所
収
・
三
八
四
ぺ
ー
ジ
・

（
／
）
　
真
実
一
男
「
明
治
お
よ
び
大
正
前
期
に
お
げ
る
リ
カ
ー
ド
ウ
導
入
史
」
、
大
阪
市
大
『
経
済
学
年
報
』
１
６
・
一
九
六
二
年
・
一
六
六
ぺ
－
ジ
。

（
９
）
　
吉
沢
芳
樹
「
杜
会
科
学
と
し
て
の
リ
カ
ー
ド
ウ
研
究
の
復
位
」
『
リ
カ
ー
デ
ィ
ア
ー
ナ
』
（
『
リ
カ
ー
ド
ゥ
全
集
』
季
報
）
４
・
一
九
七
〇
年
八
月
・

　
　
一
－
五
ぺ
－
ジ
。
た
お
吉
沢
「
発
展
的
杜
会
把
握
に
お
げ
る
リ
カ
ー
ド
ゥ
と
マ
ル
ク
ス
」
（
『
経
済
学
全
集
』
３
『
経
済
学
史
』
別
冊
・
筑
摩
書
房
・

　
　
一
九
七
〇
年
）
の
中
に
も
ほ
ぽ
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。
同
書
一
－
二
ぺ
－
ジ
参
照
・

（
１
０
）
吉
沢
は
こ
こ
で
『
発
展
』
と
同
時
代
の
ベ
ン
サ
ム
研
究
の
例
と
し
て
、
小
泉
信
三
「
正
統
派
経
済
学
と
功
利
主
義
哲
学
」
　
（
大
正
一
一
年
）
や
平

　
　
野
義
太
郎
が
大
正
末
期
に
発
表
し
た
ベ
ン
サ
ム
法
理
論
研
究
の
三
論
文
の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
が
、
河
上
門
下
の
リ
カ
ー
ド
ゥ
研
究
家
堀
経
夫
に
も

　
　
当
時
っ
ぎ
の
よ
う
な
ベ
ン
サ
ム
研
究
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
堀
「
功
利
主
義
と
生
産
政
策
」
・
『
経
済
論
叢
」
箪
一
四

　
　
巻
第
五
．
六
号
、
第
一
五
巻
第
一
号
。
一
九
二
二
年
。
堀
『
経
済
と
自
由
』
、
弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
三
年
に
所
収
。

（
ｕ
）
　
福
田
徳
三
『
経
済
学
全
集
』
篤
一
巻
、
同
文
館
、
一
九
二
五
年
、
一
四
四
べ
ー
ジ
・

（
１
２
）
　
『
書
評
』
箪
九
号
、
一
九
四
七
年
二
一
月
、
一
九
ぺ
ー
ジ
・

（
１
３
）
　
福
田
門
下
の
大
熊
信
行
は
、
経
済
学
者
と
し
て
の
河
上
に
か
な
り
き
び
し
い
評
価
を
く
だ
し
て
は
い
る
が
・
わ
が
国
の
経
済
学
史
の
な
か
で
「
古

　
　
典
と
し
て
残
る
べ
き
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
第
一
に
指
を
こ
の
異
色
編
に
屈
し
た
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
し
て
い
令
大
熊
「
河
上
肇
」
・
朝
目

　
　
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
『
日
本
の
思
想
家
』
３
、
朝
日
新
聞
杜
、
一
九
六
三
年
、
一
四
〇
ぺ
－
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
一
一
一
一
一
五
）


